中堅教諭等資質向上研修（公立幼稚園等）実施要領
静岡県教育委員会

静岡県健康福祉部

１　目　的

中堅教諭等資質向上研修（以下「中堅研修」）に係る研修に関し必要な事項を定めることを目的とする。

２　対　象

中堅研修の対象となる教員（以下「中堅研修者」という。）は、原則として、公立の幼稚園・幼稚園型認定こども園及び幼保連携型認定こども園（以下、「公立幼稚園等」という。）の教諭、助教諭、保育教諭、助保育教諭及び講師（以下「教諭等」という。）のうち、国公私立の幼稚園・幼稚園型認定こども園及び幼保連携型認定こども園の正規教諭として在職期間が７年を経過した者とする。（在職期間に、公私立の保育所・保育所型認定こども園の正規勤務の経験を含むこともできる。）

３　研修内容

(1) 教育･保育的素養、総合的人間力、教育･保育力（教育･保育を構成する力、乳幼児を理解し個に対応する力）、業務遂行力（教育･保育力以外の専門的な力）、組織運営力（組織目標を達成するために必要な力）等、職務遂行に必要な事項について実施するものとする。

(2) 園外研修は、悉皆研修１日、県幼児教育センター等県教育委員会が主催の希望研修１日程度、市町教育委員会又は市町幼児教育主管課（以下、「市町教等」という。）主催の研修会３日程度とする。（内２日は、小学校等の異校種等の体験1日、民間企業・ボランティア等の社会体験１日を含む。）
　　なお、希望研修は４月中に申込みを済ませること。
(3) 園内研修は、所属園において課業期間に10日間行う。

４　年間指導計画
(1) 園長は、市町教委等が作成した中堅教諭等資質向上研修年間研修計画書（別紙様式１）及び中堅教諭等資質向上研修事前評価表（別紙様式２）に基づき、当該園における中堅研修者の園内研修及び園外研修について、中堅教諭等資質向上研修年間指導計画書（別紙様式３）を２部作成し、市町教委等をとおして県教育委員会義務教育課幼児教育センター（以下、「幼児教育センター」という。）に１部提出する。

(2) 市町教委等は、園外研修について、中堅教諭等資質向上研修年間研修計画書（別紙様式１）を１部作成し、幼児教育センターに提出する。

５　年間指導報告

(1) 中堅研修者及び園は、園内研修及び園外研修終了後に中堅教諭等資質向上研修年間研修報告書（別紙様式４）を２部作成し、市町教委等へ提出する。

(2) 市町教委等は、所管する園から提出された中堅教諭等資質向上研修年間研修報告書を幼児教育センターに１部提出する。

６　委任

　　この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。　　　　　　　　　　　

７　留意事項
(1) 保育所に在籍する保育士についても、今後幼稚園や幼保連携型認定こども園に在籍する保育教諭についても、本実施要領に準じて実施することに留意する。

(2) 中堅研修は法定研修である。中堅研修者の人選については、市町作成の教員育成指標に基づいて行い、受講後の研修履歴の管理についても市町で責任をもって行うことを留意する。

附　則

この要領は、平成31年４月１日から施行する。
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